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いつもにぎわうみんなの居場所

スタジアムを含む敷地全体を公園と考え、街
との関係や機能のつながりによって、それぞ
れのエリアに特徴を持たせることで、多世代
みんなが楽しめる場所を創出します。

様々な居場所が重なる公園

街に楽しさの流れをつくる仕掛け

公園内やスタジアムに効果的に配置されたにぎ
わい施設による歩きたくなる空間は、居場所を
つなぎ、敷地内に回遊性を生み出します。開放的
なオープンコンコースやデッキによってつくら
れた新たな地形は、特に東西のつながりを強化
することで、スタジアム、公園と街をつなぎます。

居場所をつなぐ路

新たなランドマークとなる場所

広場、オープンコンコース、アッパーコンコ
ースと人の流れを上階へと導き、デッキや階
段など人が動く姿を見せることで、登ってみ
たくなる上部へ誘うデザインとします。積層
する楽しさがそのままファサードとなり、街
に活力を発信します。

にぎわいのファサード

•スタジアムの周囲、東西南北のそれぞれ
異なる周辺環境に呼応する性格の異な
る4つの広場を設け、街と各スタンドと
の関係性を強化します。

まちと「つながる」4つの広場
•スタジアムメインコンコースレベル
（GL+8.4m）に設けたオープンコンコース
は行き止まりのないリング状とすることで、
4つの広場をつなぎ、回遊性を生み出します。

4つの広場を特徴的なスタンドでつなぐ
•スタジアム2階レベルに幅30mの広大なに
ぎわいテラスを設け、スタジアムと広場両
側からのにぎわいが交じり合う場所とします。
•テラスの先は緩やかな芝生の斜面とし、日
常時は自由に座れ、イベント時は観客席
としても利用できる計画とします。

活動が表出するにぎわいテラス

•

•南側ホームスタンド最上部のスカイデッキからは
原爆ドーム、バックスタンドコンコースからは広
島城が見える眺望に配慮した場所とし、豊かな眺
めとともに広島の歴史を感じられる計画とします。

広島にふれる

•階ごとに位置を変えたデッキを階段で結ぶことに
よって、にぎわいを上へと導きます。
•スタジアム南側サンフレストリートは、コンコース
でも、地上レベルとも東西の行き来が可能なつくり
とします。

積層するテラス

•性格の異なる4つのスタンドをにぎわいの大地や雄大
な川の流れと調和する角のないひとつの屋根でやさ
しく包みます。キールトラスを使ったバランス屋根によ
り軒先を薄く低く抑え、風景に溶け込む計画とします。

やさしく軽やかに包む

•屋根は膜素材とすることで、光を取り込み暗くなりが
ちなスタンドを明るくし、快適な観戦環境を実現しま
す。夜はスタジアムの明かりが屋根を通して溢れ出
し、街をやさしく照らします。

街をやさしく照らす

•広場、ペデストリアンデッキ、コンコース、デッキと
様々なレベルににぎわいを表出させることで、人
の活動が風景となる計画とします。

にぎわいの風景

広島城から広場、スタジアムを介して河川広場まですべてがひとつながりの地形＝大地と考えます。 
デルタと河川がおりなす自然の地に由来する広島らしいここだけのスタジアムパーク＝にぎわいの大地
をつくります。

様々な居場所が重なる公園 新たな人の流れをつくる路 にぎわいの連鎖・積層・発信

配置イメージ

にぎわいテラスイメージ

リバーカフェイメージ

広場と広島城を臨む東側テラス

にぎわいテラスからみたバックスタンド

街をやさしく照らすスタジアム

大きな地形をつくる

南からの鳥瞰イメージ
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西：河川広場 東：芝生広場

北：憩いの緑道

南：サンフレストリート
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北：憩いの緑道
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活動が表出するにぎわいテラス 東側バックスタンド-1000

にぎわいテラス
30m

広場のにぎわいスタジアムのにぎわい
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クラブハウス

たくさんの人でにぎわう芝生広場

+6.3

ひろしま美術館

Park-PFI施設の屋上を
つなぐルーフウォーク

豊かな緑を保存継承

様々なイベント対応が可能な広場

イベント時には
観客席になる
芝生の斜面

スロープによって
緩やかに
つながる地形

動線上にPark-PFI施設を
点在させ、にぎわいをつなぐ

統合サイン

サポーターでにぎわう
サンフレストリート

敷地内外に回遊性つくる

グランピングや
バーベキューを楽しめる広場

落ち着いた
北西に移設

キッチンカー乗り入れにも
対応するスロープ

川を感じながら
ゆったりと過ごせるカフェ

歩車を完全分離した
安全な動線計画

船着場整備による船での
アプローチを実現

東西のにぎわいを
つなぐ路

広島城

本川

市営基町アパート
基町小学校

広高の森

フットサルコート駐車場

駐車場

スタジアム
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サンフレ広場 南側ペデストリアンデッキ
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空鞘橋
広島中央公園

ファミリープール

広島グリーンアリーナ

周辺住宅に配慮した緑道

将来こどもエリアとの連携を
意識したにぎわい施設配置

多機能化施設の
にぎわいを表出

本川への眺望を確保
フードコートフードコート

平和の軸線平和の軸線
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統合案内を兼ねた
クラブハウス

公園植栽を管理する
ガーデニングショップ

城 城

川

芝生の斜面

1- にぎわいの大地 -365日のみんなの居場所 3「活動が顕す平和の光景」
あらわ

2人・まちをつなぐ ”にぎわいの大地”
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バックスタンド

メインスタンド

膜屋根

北アウェイスタンド

キールトラス

４つのスタンド

南ホームスタンド

3階メインコンコース

南側メインコンコース

メインスタンドホスピタリティイメージ

わくわく感があふれるスタジアムエントランス

様々な利用が可能なビジネスラウンジ 最高のもてなし体験ができるVVIPラウンジ

選手と出会えるトンネルラウンジ チームカラーに染まるクラブラウンジ

広場から本川までの断面イメージ

ワクワク感があふれ出すエントランス空間

スタンド構成 スタジアム構成

 リバーカフェ

  リバーラウンジ(2F)

 A サンフレショップ

B スカイレストラン(4F)

カウンターシート
VIPシート

カップルシート

クラブラウンジ（1F）

テーブルシート

スタンディングシート

グループシート

C フードコート(2F)

ガーデニングショップ
(2F)

A サンフレミュージアム(1F)
コーヒースタンド(2F)

D 売店(5F)

メインスタンド構造モデル

CASBEE 広島「Sランク」

にぎわいテラス

デッキ
売店

ルーフウォーク
Park-PFI施設

メディアウォール

 キールトラス

バス乗降場

 本川

Park-PFI施設 フードコート
ファミリーボックス

コンコース

スカイボックス
デッキ

芝生広場

•3階の屋外デッキとメインコンコース
は視線が通る開放的な計画とするこ
とで、チケットがある方はもちろん、
チケットのない方も試合のにぎわい
を感じながら楽しめる計画とします。

観戦者と公園利用者両方が
楽しめるオープンコンコース

•屋外デッキとコンコースの間の施
設を極力なくし、視線の「抜け」を設
けることで、スタジアム内外の様子
が相互に感じられる計画とします。

視線が交錯するコンコース

•屋根は2本のやぐら柱とキー
ルトラスで門型フレームを構
成し、できるだけ最後列の高
さを低く抑えた計画とします。
•キールトラスは観客席のサイトラ
インに影響のないスタンド中央と
し、やじろべえ形状とすることで梁
せいを抑え、単純梁＋方杖とします。

•風・水・光・緑など自然の力を最大限活用し、断熱強化や超高効率機
器の採用等を組合わせ、平常時の
省エネと災害時も機能確保を両立
させ、「ZEB Ready」「BELS 認証☆☆
☆☆☆」を実現します。

•広島の気候風土やスタジアムの用
途特性に合致した様々な環境負
荷低減手法の採用により、CASBEE
広島「Sランク」を実現します。

スタジアム特性を活かした構造計画

環境レガシーとして地域に貢献するECOスタジアム

VIPラウンジクラブラウンジから繋がる
コーナーラウンジ席

トンネルラウンジ
から繋がるゼロタッチ席

VVIP・VIPラウンジから繋がる
VVIP・VIPテラス席

12

4

ビジネスラウンジ3
スカイボックス

いつ来ても好奇心を刺激する多彩なホスピタリティ空間

特徴のある4つのスタンド
•メインスタンドは3層スタンドとし、中間にVIPエリアを設け、アッパースタンド
中央にメディア諸室と記者席を設けます。
•バックスタンドも3層スタンドとし、中間にスカイレストランから利用
できるバラエティ席、ファミリーBOX席を計画します。
•南側ホームスタンドは、ひとつながりの段床構成とし、サポーターの
一体感を演出します。
•北側アウェイスタンドは、1層スタンドとし、ホームチームの優位性に
配慮した客席バランスとします。

南ホームスタンド

方杖材（パイプ材）

単純梁(H鋼)

PCaPC造

PCa
PC造

S造

在来RC造

膜屋根(A種膜)

Pc基礎梁

レイカー梁(S造)＋PC段床

キールトラス
(メカニカルトラス)
やぐら柱(S造)

屋外デッキ コンコース

ＮＮ

コーナーラウンジ席

VIP席及びVVIP席
実況者室VIPエリア

一般席

一般席

一般席（アウェイ）
一般席

記者席

ゼロタッチ席

メインスタンド

バックスタンド

南側ホームスタンド •中間層にスカイレストラン
のバラエティ席、ファミリー
ボックス席を設置

北側アウェイスタンド
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視線の「抜け」

視線の「抜け」

A  サンフレミュージアム・サンフレストリート B  4階スカイレストラン

カメラポジション

警察・消防控室
実況放送室

VIPラウンジビジネスラウンジ

VVIPテラス席VIPテラス席
ゼロタッチ席

トンネルラウンジ 大会運営室

クラブラウンジクラブラウンジ

スカイボックス
VVIPラウンジ

記者席

東側バックスタンド断面南側サイドスタンド断面

サンフレストリート

街とのつながり

サンフレ
ミュージアム

コンコース

コーナーラウンジコーナー
ラウンジ席

ホーム側ロウアースタンド

ホーム側アッパースタンド

サンフレショップ

スカイデッキ

スカイレストラン

フードコート

オープンコンコース 売店

売店

スタジアム
芝生広場

公園のセントラルキッチン

にぎわいテラス

コーナーラウンジ席

フィールド側 芝生広場側

サンフレショップへの
アクセス

階段

ブリッジ

4 来るたび違う楽しさに出会うスタジアム 5 記憶に残り、みんなが誇れるおもてなしスタジアム 6 また来たい！新たな体験を生み続けるスタジアム

7 人と地域を守る「守りの大地」

8 地域特性を活かした自然とともに歩むスタジアム

メインスタンドイメージ

も
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